
【20231119第2回理事会議決】

１　事業実施の方針（○数字を事業番号とする。）

２　事業の実施に関する事項

（１）特定非営利活動に係る事業

定款の事業名 事業内容
実施予定
日　　時

実施予定場所
従事者の
予定人数

受益対象者の範
囲及び予定人数

支出見込額
（千円）

2,876
(2,660)

8,622
(1,750)

③新型コロナウイルス感染拡大防止策を講じた上で新規の会員や寄付の獲得を目指した講演会を実施する。新
規の会員や寄付の獲得を目指した働きかけを積極的に展開する。
④オリジナル啓発品をネットショップＢＡＳＥ及び瀬戸内市ふるさと納税返礼品として販売し、本法人とその
取り組みのPRに資する。
⑤会員及び瀬戸内市ふるさと納税寄附者に2022（令和４）年度年次報告書及び会報誌（11月と３月の２回）を
作成・郵送し、本法人とその取り組みの最新情報の提供に努めるとともに、寄附者に対すして寄附の使途の説
明責任を果たす。

令和５年度事業計画書（変更後）

令和５年４月１日から令和６年３月31日まで

特定非営利活動法人ハンセン病療養所世界遺産登録推進協議会

　2019（平成31）年３月に策定し、令和４（2022）年５月に改定した「ユネスコ世界文化遺産及び世界の記憶
（世界記憶遺産）登録に向けたロードマップ（2022年度～2024年度）」に基づく進捗管理及び学術調査を行
う。
　本年５月には新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが５類に移行されるが、感染拡大の有無、
ウイルスの感染力や弱毒化の有無又は治療薬の開発状況等に対する社会全体のポスト・コロナ状況を把握する
必要があるため、本年度もリアルな事業は③講師派遣依頼に基づく講演会への出張に限定する。
　全ての事業を通じて、ハンセン病問題への正しい理解の普及啓発と回復者等や元患者家族の名誉回復に努め
る。

①昨年度に引き続き、国立療養所長島愛生園の国指定史跡化を目指した悉皆調査（建造物、遺構、土地、植生
それぞれに係る調査）を実施する。同様に、世界文化遺産国内暫定一覧表記載を目指し、提案書あるいはそれ
に類する文書の記載を行う。世界の記憶2024-2025国際登録国内申請を目指し、改定された一般指針に基づく
申請書の作成を行う。
②2021（令和３）年度に策定した、「国立療養所長島愛生園保存活用ビジョン-2030年 開園100年を目指して-
」事業項目一覧に対するアドバイザリー業務を実施する。具体的には、１.「監房跡」整備実施設計策定支援
２．沿岸部擁壁等整備実施設計策定支援　３．恩賜記念館現地調査及び改修計画立案　４．　植栽計画策定
５．サイン計画策定　６．保存活用ビジョンのビジュアル化　を優先順位とし、長島愛生園と協議をしつつ予
算の範囲内で実施する。

※支出見込額カッコ内は事務局長・事務局員人件費相当額

（１）ユネスコ
世界文化遺産登
録に向けた学術
調査事業
（２）ユネスコ
世界の記憶登録
に向けた学術調
査事業
（６）国登録有
形文化財（建造
物）及び国指定
史跡の登録に向
けた学術調査事
業

【事業番号①】
ロードマップ（2022年6月1日
～2025年3月31日）進捗管理及
び学術調査事業

※長島愛生園悉皆調査を含
む。
※ロードマップ委員会の開催
（年度内3回）を含む。

R5.5～R6.3

長島愛生園
邑久光明園
法人事務所
瀬戸内市

オンライン

20人 37,000人

（１）ユネスコ
世界文化遺産登
録に向けた学術
調査事業
（６）国登録有
形文化財（建造
物）及び国指定
史跡の登録に向
けた学術調査事
業

【事業番号②】
長島愛生園「保存活用ビジョ
ン」アドバイザリー事業

R5.5～R6.3

長島愛生園
法人事務所
瀬戸内市
東京都

オンライン

20人 37,000人
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定款の事業名 事業内容
実施予定
日　　時

実施予定場所
従事者の
予定人数

受益対象者の範
囲及び予定人数

支出見込額
（千円）

（３）歴史的建
造物・史跡等を
保存し、広く世
界に対する社会
的人権教育の場
を提供する事業

計画なし - - - -
0

（0）

（４）ユネスコ
世界文化遺産及
び世界の記憶登
録に向けた啓発
交流促進事業

計画なし - - - -
0

（0）

（５） （１）か
ら（４）の達成
を目指す国際的
な取り組みを推
進する事業

計画なし - - - -
0

（0）

（７）ハンセン
病患者に対する
隔離政策の歴史
を地域の歴史と
して検証する事
業

計画なし - - - -
0

（0）

91
(80)

44
(23)

1,457
(807)

13,090

(5,320)

（８）その他、
本法人の目的を
達成するために
必要な事業

【事業番号③】
普及啓発及び会員獲得を目的
とした理事等による講演会

R5.5～R6.3
岡山県
国内

オンライン
5人

【事業番号⑤】
会報誌（年２回）、年次報告
書の作成及び配布（会員・瀬
戸内市ふるさと納税寄附者）

R5.5～R6.3 国内 2人

【事業番号④】
啓発品の販売
（BASE、瀬戸内市ふるさと納
税返礼品）

R5.5～R6.3
国内
web

2人 30人

1,000人

1,000人
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